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『まちづくりシンポ』

「豊かさを享受できるまち・情報館を
　　　　　　　　　みのはら
広域交流の拠点に」と蓑原氏が講演一

　
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
三
月
十
二
日
…
国
ク
ロ
ス
ー
0
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
魚
沼
四
市
町
村
と
松
代
町
、

松
之
山
町
を
含
め
た
圏
域
が
連
携
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う

と
、
県
・
十
日
町
市
・
県
都
市
計
画
協
会
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
六
百
人
が
参
加
し
た
中
、
平
山
県
知
事
の
講
演
、
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

蓑
原
敬
氏
の
基
調
講
演
、
そ
し
て
蓑
原
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
六
人

に
よ
る
「
若
者
が
活
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
本
田
市
長

は
、
人
口
が
流
出
し
高
速
交
通
体
系
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
が
、
北

越
北
線
の
平
成
九
年
開
通
、
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
の
八
年
度
開
業
、
高
規
格
道

路
の
近
々
の
路
線
決
定
な
ど
新
し
い
芽

が
圏
域
に
出
て
い
る
。
若
者
が
夢
を
お

年
寄
り
が
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
る
よ

う
な
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
示
唆
し

て
ほ
し
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

コーディネーター：蓑原敬氏　パネラー：梅田健次郎氏（㈱当間高原リゾ

ート社長）桑原千代氏（㈱丸富取締役社長・エステティックサロン等経営）

高橋洋二氏（東京商船大教授）西村伸也氏（新大工学部助教授）柳則子氏

（松之山温泉ひなの宿千歳女将）渡辺正範氏（川西町教育委員会勤務）

◆
平
山
知
事
〈
や
さ
し
さ
と
活
力
に
満

　
ち
た
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
の
建
設
〉

　
日
本
の
発
展
は
こ
れ
ま
で
、
欧
米
型

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

き
た
が
、
中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
、

ロ
シ
ア
の
資
源
な
ど
を
み
た
と
き
二
十

一
世
紀
に
は
環
日
本
海
時
代
が
必
ず
く

る
。
新
潟
県
を
戦
略
的
拠
点
に
す
る
こ

と
が
課
題
で
、
そ
の
た
め
日
本
海
関
越

ベ
ル
ト
地
帯
振
興
構
想
を
立
て
、
情
報
・

物
流
・
産
業
・
都
市
・
文
化
・
農
業
の
ベ

ル
ト
と
三
十
七
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ

な
し
発
展
さ
せ
た
い
。
地
域
づ
く
り
は

そ
の
町
の
歴
史
を
描
く
こ
と
で
、
県
内

六
つ
の
広
域
圏
を
支
援
し
、
個
性
・
や

さ
し
さ
・
活
力
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

◆
蓑
原
敬
氏
〈
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
広
域

　
連
携
と
地
域
拠
点
形
成
に
つ
い
て
〉

　
人
口
の
増
加
が
望
め
な
い
現
在
、
若

者
だ
け
の
シ
ナ
リ
オ
だ
け
で
な
く
、
世

代
間
を
通
し
た
「
豊
か
さ
」
を
享
受
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
。
農
村
も
都

市
化
が
進
み
、
大
・
中
・
小
都
市
、
農

村
の
地
図
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
は
、
交
流
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
広
域
圏
の
拠

点
づ
く
与
が
大
事
で
、
情
報
館
を
中
心

に
誰
も
が
利
用
で
き
る
、
夜
も
開
放
さ

れ
た
生
活
エ
ン
ジ
ョ
イ
型
の
広
場
を
つ

く
れ
ば
良
い
。

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
〉

〈
梅
田
〉
が
ん
ぎ
が
あ
り
、
織
物
で
作

っ
た
看
板
が
あ
り
、
雪
の
美
し
さ
を
味

わ
え
る
場
所
が
ま
ち
の
一
角
に
あ
れ
ば

い
い
の
で
は
。

〈
桑
原
〉
十
日
町
に
は
若
者
が
生
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
ダ
メ
意
識
を
捨
て
、

前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
場
所
が

必
要
。

〈
高
橋
〉
地
方
都
市
は
ど
こ
に
町
が
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
都
市
の
中
心
を
大

切
に
し
、
生
活
が
広
域
化
し
て
い
る
中
、

広
域
で
も
の
ご
と
を
考
え
る
。

〈
西
村
〉
教
育
環
境
の
整
備
と
表
面
を

飾
る
だ
け
で
な
く
景
観
を
通
し
て
人
が

集
ま
る
場
所
が
必
要
で
、
都
市
に
顔
を

持
つ
こ
と
が
大
事
。

〈
柳
〉
ま
ち
づ
く
り
も
家
づ
く
り
と
同

じ
で
、
家
族
全
員
の
気
持
ち
を
取
り
入

れ
、
昔
の
も
の
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら

つ
く
る
こ
と
が
大
切
。

〈
渡
辺
〉
火
焔
形
土
器
な
ど
、
す
ご
い

文
化
が
あ
り
、
文
化
発
信
基
地
に
。
中

の
風
と
外
の
風
で
両
方
か
ら
の
広
域
化

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

雪
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

　
雪
だ
る
ま
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
八

五
点
の
応
募
が
あ
り
、
三
月
十
五
日

㈹
審
査
し
た
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
雪
だ
る
ま
大
賞
　
大
井
田
地
区
青
少

　
協
代
表
西
川
勝
二
（
四
日
町
三
）

■
優
秀
賞
　
羽
鳥
　
吉
夫
（
浅
之
平
）

■
佳
　
作
　
高
橋
　
彰
吉
（
新
座
一
）

，
鰻
叢

．
賞

欝
大

’
ま

　
だ

鍛
雪

　
　
田
村
　
保
和
　
　
（
四
日
町
二
）

■
ユ
ニ
ー
ク
で
賞
（
五
人
）

　
　
三
廣
商
事
㈱
　
　
（
昭
和
町
一
）

　
　
酒
井
　
伸
也
　
　
（
南
鐙
坂
）

　
　
㈱
十
日
町
測
量
（
高
田
町
三
西
）

　
　
大
井
田
地
区
青
少
協
（
四
日
町
三
）

　
　
こ
じ
ま
ゆ
き
こ
（
八
幡
田
町
）

■
ほ
の
ぽ
の
賞
（
五
人
）

　
　
根
津
　
道
子

　
　
佐
藤
　
　
愛

　
　
下
条
保
育
所

　
　
高
橋
　
浩
司

　
　
石
澤
由
美
子

■
ガ
ン
バ
ッ
タ
で
賞

　
　
関
口
　
國
雄

　
　
滝
沢
　
和
平

　
　
㈱
村
山
土
建

　
　
田
辺
　
　
進

　
　
高
橋
　
輝
雄

（
田
川
町
三
）

（
市
之
沢
）

（
下
条
本
町
）

（
高
田
町
一
）

（
津
南
町
）

（
五
人
）

（
小
泉
三
）

（
松
之
山
町
）

（
山
本
町
一
）

（
諏
訪
町
）

（
田
川
町
三
）
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鎌
蟄
馨
蒜
　
題
翻
　
繍
練
騰
饗
鍵
勲
纏

鎌
横
恭
簗
灘
雛
轟
雛
懲
菊
嚢
難
覇
雛
謙
騰
雛
難
欝
蒸
諾

騰
繋
然
難
総
顯
灘

　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
竹
内
道
雄
会
長
）
が
、
三
月
七
日
㈲
に
開
か
れ
、
智
泉
寺
山
門
一
棟
（
建
造
物
）
と
、

枯
木
又
の
龍
王
池
と
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
及
び
三
本
ス
ギ
（
天
然
記
念
物
）
を
新
た
な
市
指
定
文
化
財
に
す
る
こ
と
を

答
申
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
こ
れ
を
受
け
、
三
月
二
十
三
日
付
で
二
件
を
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
こ
う
げ
ん
ず
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
に
、
雲
高
玄
瑞
和
尚
に
よ
っ
て
再
興

　
　
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
究
　
　
　
　
枯
木
又
の
龍
王
池
と

山
門
棟
山
門
は
本
堂
の
正
面
に
位
置
し
、
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ち
　
　
　
　
　
　
は
り
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ

～
建
造
物
　
　
加
い
一
つ
澗
し
操
燗
二
問
切
妻
造
の
コ
　
　
～
天
然
記
念
物
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
一
戸
四
脚
門
」
で
す
。
屋
根
は
現
在

　
昭
和
町
三
丁
目
に
あ
る
智
泉
寺
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
と
う
し
ゅ
う

末
寺
三
箇
寺
を
有
す
る
市
内
曹
洞
宗
の

中
心
寺
院
で
す
。
そ
の
創
立
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
録
に
よ
る
と

最
初
市
内
水
沢
に
あ
り
、
十
日
町
の
中

沢
辺
り
に
移
っ
て
後
、
天
正
～
慶
長
年

間
（
一
五
七
三
～
一
六
一
五
）
に
現
在

銅
板
葺
で
す
が
、
建
築
年
代
は
一
八
世

紀
中
～
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
け
や
き
　
　
し
ら
き

　
総
樫
、
素
木
造
で
棟
下
の
親
柱
は
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ち
ょ
う
め
ん

角
円
柱
、
前
後
の
控
え
柱
は
几
帳
面
取

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ま
き

り
の
角
柱
、
上
下
に
綜
を
付
け
柱
下
に

　
　
　
　
そ
せ
き

は
切
石
の
礎
石
上
に
石
造
礎
盤
を
置
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
つ
り
ょ
う

柱
を
立
て
て
い
ま
す
。
柱
頭
は
虹
梁
型

　
か
し
ら
ぬ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぬ
き

の
頭
貰
を
回
し
、
梁
間
方
向
は
飛
貰
、

こ
し
ぬ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
わ
　
　
　
　
　
　
さ
ね

腰
貫
で
固
め
、
柱
上
は
台
輪
を
組
み
実

ひ
じ
き
　
　
　
　
　
　
　
で
み
つ
ど

肘
木
付
き
の
出
三
斗
を
置
き
、
桁
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
山
門
正
面
に
は
、
江
戸
時
代
の
著
名

　
　
　
ほ
そ
い
こ
う
た
く

な
学
者
細
井
広
沢
（
一
六
五
三
～
一
七

　
　
　
　
き
ご
う
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
た
く
さ
ん

三
五
）
の
掃
嚢
に
な
る
「
瀧
澤
山
」
の

額
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
山
門
は
良
質
の
樫
材
を
用
い
、

禅
宗
様
式
を
基
調
と
し
た
手
法
で
、
彫

刻
装
飾
、
加
工
技
術
の
水
準
も
高
く
、

え
び
こ
う
り
ょ
う
　
　
　
　

お
だ
る
き

海
老
虹
梁
の
先
端
を
尾
垂
木
と
し
て
造

り
出
す
な
ど
独
創
的
な
手
法
も
み
ら
れ

る
、
寺
院
建
築
の
代
表
的
建
物
で
す
。

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
及
び
三
本
ス
ギ

　
東
枯
木
又
集
落
の
最
上
部
に
小
さ
な

社
（
龍
王
権
現
社
）
が
あ
り
、
そ
の
境

内
に
は
三
本
の
ス
ギ
の
巨
木
が
繁
り
、

参
道
の
西
端
に
は
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
の
大

木
が
あ
っ
て
、
毎
年
見
事
な
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
に
向
っ
て
右

下
の
凹
地
に
は
古
い
池
が
あ
り
龍
王
池

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
指
定
で

は
近
接
し
て
存
在
す
る
こ
の
三
件
を
一

括
し
て
、
市
の
指
定
文
化
財
（
天
然
記

念
物
）
に
指
定
し
た
も
の
で
す
。

qD

龍
王
池

　
池
の
海
抜
は
四
五
〇
折
で
、
池
全
体

が
湿
原
状
を
な
し
て
お
り
、
広
さ
は
径

約
八
○
材
で
す
。
深
さ
は
中
心
部
で
約

二
㌶
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
前
は
今
よ
り

も
広
い
範
囲
が
池
で
、
大
き
な
浮
島
も

あ
り
ま
し
た
が
、
西
側
に
寄
せ
ら
れ
て

今
は
地
続
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
池
の
浅
い
と
こ
ろ
に
は
、
氷
河
期
に

栄
え
た
と
い
わ
れ
る
リ
ン
ド
ウ
科
の
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
が
密
生
し
、
旧
浮
島
に
は
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
あ
り
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン

マ
イ
も
群
生
し
て
い
ま
す
。
小
動
物
に

は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
ク
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・

タ
イ
コ
ウ
チ
な
ど
の
水
生
種
が
す
み
、

イ
モ
リ
も
多
く
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
も
産
卵
に
集
ま
り
ま
す
。
ト
ン
ボ
の

仲
間
で
は
、
高
地
系
の
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン

ボ
や
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
の
貴
重
種

も
見
ら
れ
る
、
自
然
度
の
高
い
学
術
上

貴
重
な
池
で
す
。

の
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ

　
目
通
り
周
囲
二
∴
二
二
層
、
樹
高
約

一
六
材
で
、
樹
齢
は
約
一
〇
〇
年
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
は
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
よ
り
高
所
に
天
生
す
る
サ

ク
ラ
で
す
が
、
市
内
で
確
認
さ
れ
た
数

は
少
な
く
、
こ
の
サ
ク
ラ
は
市
内
で
も

有
数
の
大
き
さ
を
誇
り
、
立
派
な
枝
ぶ

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

⑥
三
本
ス
ギ

　
目
通
り
周
囲
は
①
四
・
四
七
層
②
四
・

二
七
層
③
五
・
四
五
㌶
、
樹
高
は
三
本
と

も
約
二
八
材
、
樹
齢
は
い
ず
れ
も
四
～
五

〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
市
内
で
も

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
巨
木
で
、
枯
木

又
で
最
初
の
人
手
に
よ
る
植
林
の
名
残

り
と
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

3盈rお‘∬詐雪　　平成6年3月25日
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一
人
蕎
し
の
〈
礁
．
瞳
鴫
嘩
、
儲
〉
の
皆
さ
ん
に

戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
の

　
　
　
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
、

一
人
暮
ら
し
等
で
他
に
交
付
申
請
で
き
る
人
が
い
な
い
場
合
で
、

本
人
が
身
体
的
理
由
や
病
床
の
高
齢
者
等
の
た
め
、
市
役
所
市
民

課
や
出
張
所
に
お
い
で
い
た
だ
け
な
い
人
の
た
め
に
、
戸
籍
謄
抄

本
等
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

■
対
象
者
　
①
と
②
の
両
方
に
あ
て
は

ま
る
人

①
第
一
種
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

と
病
床
高
齢
者
で
市
役
所
市
民
課
や

出
張
所
へ
お
い
で
い
た
だ
け
な
い
人
。

②
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
在
宅
者
で
、

本
人
に
か
わ
っ
て
交
付
申
請
で
き
る

人
が
い
な
い
人
。

■
申
込
先
　
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で
に
市
役
所
市
民

課
市
民
係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
鵬
）

　
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
交
付
申
請
方
法

①
対
象
者
か
ら
希
望
す
る
戸
籍
謄
抄

本
等
と
、
希
望
す
る
期
日
を
電
話
で

予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
希
望
す
る
期
日
前
に
、
市
民
課
職

員
が
戸
籍
謄
抄
本
等
を
持
参
し
ま
す
。

③
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
確

認
後
、
申
請
書
の
記
載
と
手
数
料
を

　
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
戸
籍
謄
抄
本

　
等
を
交
付
し
ま
す
。

■
電
話
で
申
請
で
き
る
も
の
　
戸
籍
・

　
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
謄
抄
本
及
び

　
住
民
票
の
写
し

◎
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
謄
抄
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
円

◎
戸
籍
謄
抄
本
　
　
　
　
　
四
〇
〇
円

◎
住
民
票
の
写
し
　
　
　
　
三
〇
〇
円

■
そ
の
他
　
利
用
状
況
に
よ
り
、
配
送

　
の
効
率
的
な
方
法
等
を
改
善
し
て
い

　
き
ま
す
。

■
休
目
・
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス

■
電
話
に
よ
る
予
約

　
平
日
仕
事
の
都
合
で
戸
籍
謄
抄
本
や

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
申
請
に
こ
ら
れ

な
い
人
の
た
め
に
、
四
月
一
日
か
ら
市

役
所
当
直
室
に
「
休
日
・
夜
間
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
申
請

を
電
話
で
予
約
で
き
ま
す
。

（
く
わ
し
く
は
市
報
三
月
十
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

の縦覧をします
〈期　問〉

　4月6日㈱～25日（月〉

　
平
成
六
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
四
月
六
日
㈹
～
四
月
二
十

　
五
日
㈲
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

　
除
き
ま
す
）
　
時
間
”
午
前
八
時
三

　
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の
　
①
印
鑑
②
固

　
定
資
産
の
所
有
者
ま
た
は
納
税
管
理

　
人
以
外
の
人
は
「
委
任
通
知
書
（
税

務
課
に
あ
り
ま
す
）
」
が
必
要
で
す
。

■
縦
覧
事
項
　
平
成
六
年
度
分
と
し
て

価
格
が
決
定
さ
れ
た
土
地
・
家
屋
、

償
却
資
産

■
そ
の
他
　
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に

　
つ
い
て
の
審
査
申
し
出
期
間
は
、
四

月
六
日
㈱
～
五
月
六
日
㈹
ま
で
の
間

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
第

　
一
・
第
二
係
（
暦
内
線
m
・
m
）
へ
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
の

　
犬
の
飼
養
者
個
人
に
申
請
個
票
（
申

込
書
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
訂
正
部
分
は
赤
字
で
記
入
の
う

え
、
必
ず
「
押
印
」
し
て
都
合
の
つ
く

会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

※
新
規
登
録
は
各
会
場
で
申
請
個
票
に

　
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
登
録
対
象
と
な
る
犬
　
生
後
三
か
月

　
（
九
十
一
日
）
以
上
の
犬

平成6年度・狂犬病予防注射と犬の登録日程

　
　
　
　
と

登
録
の
日
程

■
持
参
す
る
も
の
　
①
申
請
個
票
（
押

印
済
の
も
の
）
②
料
金
③
印
鑑
（
新

規
登
録
の
み
）

■
料
金
（
一
頭
に
つ
き
）

合
計
　
　
五
、
一
〇
〇
円

登
録
手
数
料
　
二
、
二
〇
〇
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

注
射
技
術
料

　
　
五
三
〇
円

二
、
三
七
〇
円

酬麟曜／ 会揚名 時　閥

4／4（月）

十日町保健所
吉田集会所
吉田地区公民館

高島集会所
真田小学校

9：30～11：30

13：30～13：50

14：00～14：20

14：30～14：40

14：50～15：00

4／5（幻

下条上新田分館
下条地区公民館

東下組小学校
新水克雪センター

中条地区公民館

上原集会所

10：00～10：20

10：30～11：00

11：20～11：30

13：30～13：50

14：10～14：50

15：00～15：20

4／6㈱

市民体育館
羽　根　川　荘

八箇小学校
赤倉小学校

10：30～11：30

13：30～13：50

14：20～14：30

15：00～15：10

4／8㈹

大井田コミュニティセンター

野中小学校
水沢地区公民館
平　　成　　園

1ρ：30～11：30

13：30～13：40

14：00～15：00

15：10～15：30

4／24（日〉 十日町市役所 9：30～11：30

麟
犬
の
散
歩
は

馨
　
　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
〈
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
〉

■
散
歩
の
際
の
糞
は
紙
で
包
み
「
燃
え

　
る
ご
み
」
と
し
て
、
ま
た
、
犬
猫
用
ト
イ

　
レ
砂
は
「
不
燃
ご
み
」
と
し
て
、
ご
み

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
首
輪
に
鑑
礼
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
猫
専
用
の
火
葬
場
は
市
内
に
あ
り

　
ま
せ
ん
が
、
犬
猫
が
死
亡
し
た
場
合

は
衛
生
施
設
組
合
（
費
5
7
1
1
7
5

1
）
で
焼
却
で
き
ま
す
。
（
有
料
）

　
※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

■
犬
が
死
亡
し
た
ら
保
健
衛
生
課
環
境

衛
生
係
（
費
内
線
蛎
）
、
十
日
町
保
健

所
衛
生
環
境
課
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

　
の
い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
糞
で
お
困
り
の
方
へ
〉

■
注
意
看
板
が
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生

係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

　さ

い
。

■
糞
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
飼
い
主

を
見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
k



製
造
品
出
荷
額
が
大
幅
に
減
少

ー
平
成
五
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
1

　
平
成
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し

た
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

［
事
業
所
数
］
6
7
2

　
食
料
品
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
一
事
業
所

ず
つ
増
加
し
た
ほ
か
は
、
前
年
と
同
じ
か
減
少

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
特
に
、
繊
維
工

業
製
品
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
調
査
対
象
の
見
直
し
に
よ
る
も
の
で
、
主
と

し
て
内
職
関
係
事
業
所
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
全
体
で
は
、
前
年
に
比
べ
一
二
事
業
所
（
一

四
・
二
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

［
従
業
者
数
］
6
、
5
5
5
人

　
食
料
品
が
二
二
人
（
二
・
九
％
）
増
え
、
前

年
に
続
く
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
繊
維
工
業

製
品
で
二
七
人
（
三
・
四
％
）
輸
送
用
機
械

出機調査結果

器
具
で
＝
一
二
人
（
六
六
・
八
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

　
全
体
で
は
、
前
年
に
比
べ
、
三
七
四
人
（
五
・

四
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

［
製
造
品
出
荷
額
等
］
7
4
9
億
円

　
前
年
に
引
き
続
い
て
の
減
少
と
な
り
、
全
体

と
し
て
は
五
六
億
九
千
万
円
（
七
・
一
％
）
の

減
で
七
四
八
億
六
、
三
七
一
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
三
年
の
過
去
最
高
時
の
八

五
四
億
円
に
比
べ
、
約
一
〇
五
億
円
の
減
少
で
、

長
引
く
不
況
の
影
響
が
数
値
と
し
て
表
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
構
成
比
を
み
る
と
、
繊
維
工
業
製
品
が
五
二
・

三
％
と
な
り
、
三
年
の
五
〇
・
四
％
、
四
年
の

五
〇
・
八
％
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
電
気
機
械
器
具
も
二
〇
・
四
％
で
前
年
よ

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地区名
事業所数 織機の台数

4年 5年 対前年
増減数

4年 5年 対前年
増減数

総数 273 磐騒 △22 281 錨壌 △21

十日町 24 22 △2 26 鍵 △2

中条 67 ⑮⑧ △7 69 β2 △7

川治 36 37 1 37 4◎ 3

六箇 5 5 0 5 5 0

吉田 44 40 △4 46 4蓬 △5

下条 67 ㊨⑧ △7 67 ⑤⑧ △7

水沢 30 27 △3 31 28 △3

　　　　　出機の推移
2，498

　へ、　　　　　　　　　　　　　事業所数
　　＼＼、、2，160　　　　　　一一織機の台数
　　　　　、つ
2り川　　　　　・、

　　　1，908＼、

　　　　　　　　　’・、698

　　　　　　　　　661’ …
、
、 3多7　260

　　　　　　　　　　　　　346　　　251

S40　　50　　60　　H2　　5

3，000

2，000

1，000

0

工業統計調査結果速報（概数）

産業索分類
事　　業　聯　数 従薬者数　（人） 製造晶鐡蒋額等　／万円〉

4年 5隼 封髄集
増減数

薄蔚年
増減鑑

構成姥 4年 5年 対蘭年
増減数

繋繭年
増減地

構成銘 4　年 5　隼 対繭年増減数 懸繭年
増減地

構成比

総　　　　　　　数 783 672 △111 △14．2 100．0 6，929 6，555 △374△5．4 100．0 8，055，051 7，486，371 △568，680 △7．1 100．0

食　　　料　　　品 31 32 1 3．2 4．8 451 464 13 2．9 7．1 678，719 644，313 △　34，406 △5．1 8．6

飲料・飼料・たばこ 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X

繊維工業製品 547 457 △90 △16．5 68．0 3，423 3，306 △117△3．4 50．4 4，088，039 3，913，840 △174，199 △4．3 52．3

衣服・その他の繊維製品 30 25 △　5△16．7 3．7 393 344 △49 △12．5 5．2 169，092 133，981 △　35，111 △20．8 1．8

木材　・木製品 13 12 △　　1 △7．7 1．8 36 35 △　　1 △2．8 0．5 29，900 26，853 △　　3，047 △10．2 0．3

家具　・装備品 19 18 △　1△5．3 2．7 90 92 2 2．2 1．4 93，868 103，661 9，793 10．4 1．4

パルプ・紙・紙加工品 2 2 0 0
り．3

X X X X X X X X X X

出版・印刷・同関連品 10 9 △　1△10．0 1．4 100 89 △11 11．0 1．4 81，440 81，448 8 0．0 1．1

化　　学　　工　　業 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X

プラスチック製品 3 4 1 33．3 0．6 23 24 1 4．4 0．4 18，259 19，721 1，462 8．0 0．3

ゴ　　ム　　製　　品 2 2 0 0 0．3 X X X X X X X X X X

なめし革・同製品・毛皮 2 2 0 0 0．3 X X X X X X X X X X

窯業・土石製品 8 8 0 0 1．2 117 119 2 1．7 1．8 196，661 199，190 2，529 1．3 2．7

鉄　　　　　　　　鋼 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X

非　　鉄　　金　　属 2 1 △　　1 △50．0 0．1 X X X X X X X X X X

金　　属　　製　　品 12 11 △　1△8．3 1．7 102 105 3 2．9 1．6 113，901 111，734 △　　2，167 △1．9 1．5

一般機械器具 17 15 △　2△1L8 2．2 198 170 △28 △14．1 2．6 256，960 174，980 △　81，980 △31．9 2．3

電気機械器具 53 47 △　6△11．3 7．0 1，334 1，301 △33 △2．5 19．9 1，314，043 1，527，370 213，327 16．2 20．4

輸送用機械器具 3 3 0 0 0．5 196 65 △131△66．8 1．0 479，953 47，205 △432，748 △90．2 0．6

精密機械器具 4 2 △　2△50．0 0．3 194 X X X X 229，315 X X X X

その他の製品 22 19 △　3△13．6 2．8 162 158 △　4△2．5 2．4 95，148 96，831 1，683 1．8 1．3

X　　　の　　　計 110 283 心 ｝
4．3 209，753 405，244 一 『

5．4

〈注＞平成5年数値は概数のため、後日県および国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表をさしひかえたものです。

平成6年3月25日5とおガ夢3
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輝成人講座嘘

ひ

●あなたの“新しい生き方”

　　　　を見つけませんか

〈開講式〉

〉4月26日（火）午後1時30分～

焼き物（昼）　＞同目午後7時

～英会話（夜）・焼き物（夜）・

男の料理・コーラス　〉4月

27日㈱午後1時30分～英会話
（昼）　〉同日午後7時～木彫

り・絵画・くらしの健康・妻

有の歴史　〉4月28日㈹午後

1時30分～十日町再発見

〈期　間〉　4月～12月（3月

までのコースも有）

〈経　費〉入講料1，000円（教

材費は各コースごとに別徴

収）、連絡用はがき8枚

〈定　員〉各コースとも20～30

人
〈
申 し込み〉4月25日（月）までに

十日町市公民館に申込書を提

出してください。

講塵．麟 講　　座　　内　　容 時　間

焼　　惑　翻
緯罰観萄

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづく
りから学習します。

毎週火曜日

午後1二30～3二30

簾　饗　議
餓籔一鋤

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困ら
ない程度の英会話入門教室です。

毎週火曜日

午後7：00～9：00
i焼　巻　鞠
嚢稜鐵一霧

手づくり作品を楽しみ、暮らしを豊かに。炎の芸
術をあなたも試してみませんか。

籔　一　蓼　澱
楽譜が読めなくてもいいんです。うまくなくても
いいんです。コーラスを楽しみましょう。

轟の料躍
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「居

厨人」にもなりましょう。
第2・4火曜日
午後7二〇〇～9：00

絵　　　　麟
絵筆を持ったことのない人の絵画入門教室です。
スケッチにも出かけます。

毎週水曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

蓑穰縷⑳縫嬢i
これだけは知っておきたい。病気の知識や予防法
を学び、適切なアドバイスもします。

第1・3水曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

恭　彫　　鰻
ブローチ、状差し、盆など木彫りの製作技術を学
びます。刀のない人はあっせんします。

毎週水曜日

午後7：00～9：00

簾　糞　謡
鰹籔鰯総

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅
行でのさまざまな場面での英会話を学びます。

毎週水曜日

午後1二30～3二30

妻欝耀犠歴鑓
近世（江戸時代～）からを「市史リポート集」な
どをテキストに妻有の歴史を学びます。

第2・4水曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

辮圏購羅発晃
自然に親しみ、「見る」「食べる」「調べる」などバ

ラエティーに富んだ内容で学習します。
第2・4木曜日
　午後1二30～

岬高齢者学級嘘
講座名 講　座　内　容 時　間

全
体
学
習

一般教養
老人福祉・老人と交通・栄養と

健康・郷土の歴史を学習します
第3火曜日
午前9二30～

軽ス講一嬰
軽スポーツで親睦を深め、

健康の増進を図ります。
第1火曜日
午前9：30～

コ
ー
ス
学
習

写　　真
撮影の基礎を学び、自然
を表現します。

第2・4火曜日
午後1二30～

詩　　吟
吟詠の基礎を学び、詩の
心を理解します。

第2・4金曜日
午後1：30～

ヱ　　蓑
紙粘土で人形・花などの
製作をします。

第2・4金曜日
午後1二30～

響　　芸
暮らしに役立つ、手作り
作品を楽しみます。

第1・3火曜日
午後1二30～

園　　芸
通年で菊を栽培し差し木、継ぎ

木など園芸の基礎を学びます。
第2・4金曜日
午前9二30～

グ
ル
ー
プ
学
習

僻　　句
俳句を通して、自然と心
を表現します。

第2・4火曜日
午後1：30～

習　　掌
書きつけなど、習字の基
礎を学びます。

第2・4火曜日
午前9二30～

生　　花
生花の基礎を学び、心の
豊かさを身につけます。

第1・3金曜日
午後1：30～

◆開級式　4月19日（幻　午前9時30分～11時30分

　　　　学習計画、役員選出、記念講話
◆期　　間　平成6年4月～平成7年3月
◆経　　費　年間1，000円（入講料、自治会費）

　　　　その他にハガキll枚
◆対象者　60歳以上の人

　　織纐藤麟灘灘慧縦翻繕
　心身にハンディを持つ青年を対象に、そばづくり

やレクリエーションなど楽しい内容で学習します。

高校生をはじめ、一般のボランティアも同時に募り

ます。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き　4月17日（日）午前10二30～

　　　　　〈内容＞みんなで楽しくレクリエーショ

　　　　ンゲームなどを行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料二年額1，000円（連絡用切手代）

■申し込み　十日町市公民館へ。

灘懸繊懲懸灘磯螢鐵饗雛
　レクリエーションボランティアサークル「ほほえ
　　　る
み」では、幼児とその親を対象に遊びを通して親子

の体力作り、感性、社会性を養う「なかよしランド」

の会員を募集しています。

※5年度の参加者は、学習記録と写真を十日町市公

民館に取りに来てください。
　　　　　　　　　　　　　ヤ■と　き　4月12日（幻～毎週火曜日

　　　　午前10時～11時

■ところ　市民体育館（学校町1）

■対象　o歳～就園前の乳幼児と親（当日受付）

■会　費　100円（1人1か月）、おやつ、材料費代

■問い合わせ　十日町市公民館へ

6



平成6年度自動車文庫

「こだま号」をご利用ください
笥一鱗 巡園鏑 昼　　　聞　　　顕　　　一・　　ス

六　　箇
第1・3
月曜日

珠　　　川
10二30～10二50

珠田分校

野　　　中
12：50～1：20

野中小学校

北新田1
2：00～2：30

南マートアサノヤ

田　　　麦
3：00～3二30

六箇小学校

中　　　村
3二40～4：10

六箇農協前

下　　条 第2・4
月曜日

漉　　　野
10二10～10二30

東下組小学校

下条本町
12：50～1二20

下条小学校

下条中央通り

1二30～2二50

三　好　園

水　　　口
3：00～3二30

下組分館

上　新　田
3：40～4：10

長寿広場

十日町
第1・3
火曜日

赤　　　倉
1：00～1二30

赤倉小学校

本町6－3
2：00～2：30

子供広場

寿　　　町
2二40～3二10

寿北公園

　島
3：20～3二50

住吉公園

じ強
薦

4i周凋

　猶醐

露繊・
川　　治

第2・4
火曜日

池　之　平
1二15～1：45

八箇小学校

北新田3
2二〇〇～2二30

大清建築前

城　之　古
2：40～3：10

城之古分館

川治中町
3：20～3：50

川治保育所

飛　　渡
第1・3
木曜日

焼　　　野
1：00～1：25

飛一小学校

山　新　田
1：35～2：00

飛二小学校

東枯木又
2：20～2二50

管理センター

新　　　水
3二30～4：00

飛渡保育園

中　　条
。第2・4

木曜日

四目町3
12二20～12二50

越後製菓十日町工場前

下　　　町
1二10～1：40

中条小学校

中　　　町
1二50～2二20

岡田節三宅前

新　　　座
3二20～3二50

新座保育園

本　町　7
4二〇〇～4：30

高架下駐車場

水　　沢
第1・3
金曜日

土市第4
10二20～10二40

水沢小学校

馬　　　場
1：20～1：50

馬場小学校

馬　　　場
2：00～2：30

平　成　園

幸　　　町
2二40～3：10

老人ホーム妻有荘

大黒沢東
3：20～3：50

森の保育園

吉　　田
第2・4
金曜日

吉田山谷
10二30～11：00

吉田小学校

吉田山谷
12：20～12二50

宮本警報器

南　鐙　坂
1二〇〇～1二30

鐙島小学校

高　　　島
1二40～2二10

高島集会所

　鉢
2二40～3二〇〇

真田小学校

名　ケ　山
3二20～3：50

名ヶ山小学校

コー窯 巡園図 嚢　悶　識　一　鱗

　、　6り
　　　　　．の　■　Gp

i翻難一一。一

　　　　翻一●灘●麟

夜間①
第1・3
火曜日

西　本　町
5二40～6：10

西小学校入口

四日町新田
6二20～6：50

市営住宅

四　日　町
7二〇〇～7：30

大井田コミュニティセン外

夜間②
第2・4
火曜日

谷　内　丑
5：40～6二10

市営住宅

美　雪　町
6二20～6二50

美雪公園

春　日　町
7二〇〇～7：30

春日公園

叢
瀞
響
鋸

182，371円（3月15日現在）　宮下青

年会（代表池田和夫・1万円…雪ま

つり売上金の一部）

囹社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）十日町懐メロ愛好会

（107，696円）㈱新川屋（高田町6・

41，927円）

囹博物館へ＝根津時子（稲荷町2）

熊木シゲ（学校町1）高木益太郎（川

原町）桑原亮一（山本町1）富井千

功（馬場1）米山豊平（新保）

　むつみ幼稚園児が
アイメイト協会建設費に寄付

　3月10日㈲むつみ幼稚園児44人と

先生3人が市役所を訪れ、アイメイ

ト（盲導犬）協会建設費にと、あき

缶回収をしたお金4，700円を寄付して

くれました。同席した市内で初のア

イメイト池田幸子さん（桑原）がお

礼のことばを述べました。

ヘルシーサークル

　　会員募集
～レクリエーション団体～

ヘルシーサークルは、発足してか

ら15周年を迎えました。楽しみなが

ら仲間づくりと心や体の健康づくり

を目的にレクリエーション活動を続

けています。

　あなたも参加してみませんか。

■練習日　4月6日㈱から開始。

〉毎週日曜日二午後7時30分～…市

民体育館

レ毎週水曜日：午前9時30分～…十

　日町市公民館

■対象婦人
■会費　月500円（6か月分まとめ

て納入していただきます）

目種目　レクリエーション（軽ス

　ポーツ、民踊、ゲーム、ダンス）

■申し込み　当日会場で受付けます。

■問い合わせ　ヘルシーサークル代

表佐野久美（智52－3072）へ。

7とお∬詐お平成6年3月25日



20歳は国民年金のスタートラインです
20歳の誕生日を迎えた皆さん、国

民年金の制度をご存じですか。

国民年金には20歳から60歳未満の

すべての方が加入します。学生の方

も国民年金への加入が義務付けられ

ています。

将来「満額の年金」を受けるため

に、病気やけがなどで障害が残って

しまったときのために加入の手続き

を忘れないでください。

■加入の手続き　国民年金に加入す

るには、住民登録をしてある市町

村役場に届け出が必要です。

■保険料の免除制度　経済的に保険

料を納めることが困難な場合、未

納のままにしておくのが一番不利

です。このようなときは免除制度

を利用してください。学生は免除

申請書に在学証明書、親元の所得

証明書を添えて申請してください。

就職したら種別変更

学生は、第1号被保険者として国

民年金に加入していますが、就職し

て厚生年金や共済年金に加入したら、

第2号被保険者となり届け出が必要

になります。届け出を怠ると二重に

加入したままになってしまい、不都

合を生じることになります。

届け出には、年金手帳、会社発行

の健康保険証を持参してください。

■問い合わせ　市民課年金係（盈内

線151・152）へ。

ご協力ください「緑の羽根』募金

4月は「緑の羽根」募金の月です。

十日町中学校、南中学校の生徒や緑

の少年団（野中小学校）による募金

凌

学校林保育
9校

（10．42ha）

校庭緑化
、172校

篶
国士緑化キャンベーン

活動のほか、嘱託員さんを通じて各

家庭にお願いする家庭募金も行われ

ます。

この募金は、「うるおいのある緑の

環境づくり」を推進するため、学校・

社会福祉施設や公園等の緑化に役立

てられます。

昨年は市内で1，493，594円、県内で

　　　1，175本）皇太子殿下　　　　8．0％
御成婚記念植樹
508か所
（4，522本）　　　一一一一一

25．5％　　　’

　　　蓑ム・羅
　　　O　z
　　　　口■

　　　　　　　　　　　　鯉舗／　普及
7・，734，286円の募金が寄せられまし講習会11艦仕団体熱

　　　　　　　　　　　研修会、　　　　　募金推進費た。今年もご協力をお願いします。　緑化相談員、　　　g．1％

　　　　　　　　　　苗木市開催
　　　　　　　　　　2．3％

社会福祉施設緑化
19か所（1，167本）

4．3％

公園公共施設緑化
55か所（4，177本）

15．3％

　　県・地方植樹祭等
　　　　』8か所緑の少年団

　　　　2．7％　の育成
　43団
　9．7％

緑化推進
事務費等
5．5％

●◆つ○噸●囲DO一●●＜1レつ○◆●○＜■レつ○◆DO◎●◆つ●◆●●◆D●◎○《■レつ●q嘲レつ●咽咽レつ●一■レつ●一つ●◆DO◆つ●◆つ●◎○司●レ●

4月11日（月）は

老齢福祉年金の支払日

老齢福祉年金の支払いが4月11日

（月）から市内各郵便局で始まります。

年金の支払いを受けたら老齢福祉

年金証書を提出してください。提出

先は年金の支払いを受けた郵便局で

す。（ただし千手郵便局で受け取る人

は吉田郵便局に提出してください）

証書の提出が遅れると8月に支払

われる年金が、受け取れなくなるこ

とがありますのでご注意ください。

■受け取る人　本人または代理人

■持参するもの　①老齢福祉年金証

書　②証書に押してある印鑑

■その他　4月11日に都合のつかな

い人は、12日～15日の間に郵便局

で受け取り、年金証書と印鑑を持

参して市民課年金係へお届けくだ

さい。

■問い合わせ　市民課年金係（智内

線151・152）へ。

原付講習（実技）を
　　　　始めました
受講希望の方は、十日町交通セン

ターで手続きをお願いします。

■受講手数料　3，900円（新潟県収入

証紙）、ほかに本籍地が記載されて

いる住民票の写しが必要です。

■その他　未受講の方は、免許試験

に合格されても、運転免許証は交

付されません。

■問い合わせ　十日町交通センター

　（智57－6055）．へ。

「
蚕
蚤
董
蚤
蚤
董

〈マスコット＞ 　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
は
、
夏
の

海
水
浴
や
冬
の
ス
キ
ー
、
温
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な
ど
の
豊
富
な
自
然
環
境
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ま
れ
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す
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々
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ら
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ほ
く

ほ
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メ
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マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
ね
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イ
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ジ
ア
ン
ケ
ー

ト
と
線
名
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
使
わ
れ
て

い
る
北
越
急
行
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
や
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
は
、

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
て
平
成
4
年
6
月
の
北
越
急

蚤 るす魅ん北
鉄て力な越 …

の
株
主
総
会
で
決
定
さ
れ

）
の
で
す
。

仰
名
「
ほ
く
ほ
く
線
」

四
越
北
線
の
省
略
形
で
、
四

ワ
ふ
る
さ
と
を
走
り
、
乗
る

～
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
鉄

｝
し
て
、
身
近
で
分
か
り
や

・
親
し
み
が
あ
る
と
さ
れ
て

ひ
す
。

・
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
社
章
）

一
重
だ
円
は
線
路
を
、
三
つ

工
は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

小
合
体
や
線
路
を
走
る
電
車

』
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

・
ス
コ
ツ
ト

・
サ
ギ
。
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ

ー
で
一
番
希
望
が
多
く
、
ス

ー
特
急
の
イ
メ
ー
ジ
と
も

燃
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

－
統
一
イ
メ
ー
ジ

越
急
行
ほ
く
ほ
く
線
は
み

な
の
夢
を
乗
せ
、
四
季
の

刀
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
を

て
き
な
未
来
に
向
け
て
走

鉄
道
で
す
。

蚤
蚤
董
●
◎
蚕
董
蚤
－

合II　★をのの　★いす道人季　★た行
致パトウマモ集星ニシまくとがの北線も㈱

　〈線名・書体〉

ほくほく線
（地域開発室）

蚤

董

〈社章シンボ歩マーク＞　　1
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国民健康保険料を適正に計算する

ために、加入者全員の平成5年中の

所得を把握する必要があります。そ

のため、加入世帯の世帯主から、「国

民健康保険料申告書」を提出してい

ただかなければなりません。

また、所得が一定基準以下の世帯

は、国民健康保険料の均等割・平等

割の6割または4割が減額されます。

なお、土地建物等の譲渡所得は、

住民税では特別控除があり課税され

ない場合がありますが、国民健康保

険料は特別控除前の金額で計算しま

す。譲渡所得のあった人で申告して

いない人も「国民健康保険料申告書」

を提出してください。

■提出する必要のない世帯主　国民

健康保険加入者の世帯員全員が、

次のいずれかに該当する場合、申

告書を提出する必要はありません。

①所得税の確定申告をした人

②市民税・県民税の申告をした人

③給与や公的年金所得のみの人

■保険料が減額される世帯

レ6割軽減対象世帯（予定）

　国保加入者の所得の合計額が、

　31万円以下の世帯

〉4割軽減対象世帯（予定）

　国保加入者の所得の合計額が、

　23万5千円×（世帯員の数一1）

　＋31万円　以下の世帯

■持参するもの

①印鑑
②収入の証明ができるもの

　国民健康保険料申告書は、保健

衛生課国保係にあります。

■提出場所・問い合わせ　4月15日

㈹までに、保健衛生課国保係（暦

内線143・144）へ。

■問い合わせ　社会福祉事務所高齢

福祉係（暦内線136）へ。

「在宅サービス総合

　　登録制度」を開始

4月から高齢者の在宅福祉サービ

スの総合登録制度を開始します。

■制度の目的　ホームヘルプサービ

スなどの在宅福祉サービスを、利

用者が一体的、効率的に受けて、

高齢者の福祉の増進と家族の負担

を減らすことを目的としています。

■制度の概要　①在宅福祉サービス

　（ホームヘルプサービス、ショー

トステイ、デイサービス等）の利

用希望者は、あらかじめ市長に対

して在宅サービスの総合登録をし

ていただきます。

②登録は毎年度1回行い、当該年

度の年問登録とします。

③サービスの利用申請は、前年度

に引き続き同様の内容のサービス

を受ける場合は不要ですが、前年

度と内容が異なる場合は、サービ

スごとの申請が必要です。

■登録手続き　登録申請書が社会福

祉事務所高齢福祉係にありますの

で、手続きしてください。

三好園のショートステイが

利用しやすくなります

■ベット数が増加　ショートステイ

の専用ベッドが増え、4月からは

26床となります。

■利用券制度を開始　①利用者の申

請手続きの簡素化を図るため、利

用券制度を開始します。

②この制度は、三好園のショート

ステイを利用する場合のみ有効で

す。利用券の申請は、在宅サービ

ス総合登録申請と兼ねて行います。

③制度のくわしい説明は、利用券

を交付する際に行います。

サービスの利用料を
　　　　　改定します

国の負担基準額の改定、諸物価の

値上がりに伴い、4月利用分から次

のとおり改定します。

■ショートステイ（1日あたり）

三好園、恵福園　　　　　2，090円

妻有荘　　　　　　　　　1，620円

■デイサービス（1回あたり）

三好園　　　　　　　　1，100円

■その他は変更ありません。
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ミニバスケットボール
　　教室参加者募集

　十日町市バスケットボール協会で

は、小学校4・5・6年生男女を対

象にミニバスケットボール教室を開

催します。希望者はふるって申し込

んでください。

■期　間　4月26日（幻から開始。

　毎週火曜日二午後7時30分～9時

　（前期は9月まで、後期は10月か

　ら3月まで）

■場　所　十日町実業高校体育館

■対　象　小学校4年・5年・6年

　生の男・女

■参加費　2，000円（前期分二保険料

　を含む）

■申し込み　4月28日㈲までに村山

　幸男（ミニバス事務局税務課盈内

　線112夜間智57－9815）へ。

薬師プレーランド
（テニスコ・一ト）受付開始

　薬師プレーランド（中条上原）が

4月29日オープンします。

　4月1日から、全天候型ナイター

照明付のテニスコートの利用者を募

集しますので申し込みください。

■期　間　4月29日（金）～11月3日休）

　　　　午前8時30分～午後10時

■料金
　テニスコートニ1面1時間1，000円

　夜問照明施設二　　〃　　　600円

■その他　①昨年に引き続き利用す

　る団体は中条地区公民館で手続き

　をしてください②社会教育団体登

録をしている団体は申請すると半

　額になります③個人でも利用でき

　ます。

■問い合わせ　中条地区公民館（a

　52－2748）または大熊正三（上原・

　盈579035・57－1160）へ。

第2回十日町親善初心者バドミントン大会
■と　き　4月17日（日〉

　　　　午前9時二試合開始
■ところ　下条中学校体育館

■参加資格　市内在住で比較的初心

者の人

■競技種目　①男子ダブルス②女子

ダブルス③ミックスダブルス

第7回
　　　　　　～

信濃川河犀段丘ウォーク
4月29日箇みどりの目～

■参加費　無　料（試合用のシャト

　ル等を持参すること）

■申し込み　4月7日休）までに水落

　良孝（〒949－86下条4丁目663－2）

　へ郵送で申し込みください。

■問い合わせ水落良孝（盈56－
　2842）へ。

幽

総合体育館（アリーナ）

　が使用できません

　十日町織物総合求評会のため、総

合体育館が次の日程で利用できなく

なります。

■総合体育館アリーナ

　4月10日（日）～18日（月）

■
　
コ
ー
ス

：コー・ス 踵離 畿　発場懸 受癒時聞 鐡発時闘

A 52km 津南町役場前 午前5：00～5二30 午前6二〇〇

B 42km 中里村田沢小学校グラウンド 午前6二〇〇～6：30 午前7：00

C 25km 川西町総合体育館 午前9二〇〇～9：30 午前10二〇〇

ファミリー 12km 小千谷市民体育館前 午前9二〇〇～9：30 午前10：00

■
参
加
料

区　　灘 盛・β・C諏一ス ファ塑難一塑一ス

大　　　人 1，500円（当日2，000円） 1，000円（当日1，500円）

小・中学生 1，000円（当日1，500円）
500円（当日1，000円）

未就学児 500円（当日1，000円）

■申し込み　4月15日働までに参加

費を添えて総合体育館へ。15日以

降の申し込みは、プログラムに記

載されません。

〈フィットネスウォーキングのすすめ〉

　　　「歩くことは、体に良いことがたくさん…』

　血液を循環させて体内に酸素を取り入れ、若さと健康をつくるエアロビ

ックな運動の中でもおすすめなのが、「フィットネスウォーキング」です。

漫然とブラブラ歩くのではなく、サッサッと歩きます。速すぎもせず遅す

ぎもせずのぺ一スで、姿勢をよくして、深く呼吸をしながら歩きます。

　歩くことは、体に良いことがあります。毎日または一日おきくらいに20

分ほどまとめて歩くか、一日かけて一万歩を目標にして歩きましょう。

気分転換、スト膨ス解潴

繋の難認 ぴ

る

攣
．
、
灘

購
鰍
羅

慧
翻

㌧

逡
肥滴の罷防

！
噛
￥

払

継1　

姿
纏

◎
勢

じ
が
く

歪
勢
つ

π
，
ガ
’

を

灘轟繋

　心臓や髄が強く怠る

難鞠一
溝化器の機能が肉出

　　瀞もρ6・

便秘解淵

70



女のなやみ
　　マクト
十実MACT

じ

ハ

　　曼

。翻

ー

固
脚侮

　
〃
一
（泌

　
／
　
！
　
L

　　　　　　　　　○

・〈◎ミ←精

　あもkトぎアッフ。

相談コーナー
①交通事故相談　　4月11日（月）

②定例行政相談　　4月8日㈲

③巡回内職相談　　4月15日働

　午前10時～午後3時まで。

　会場：市民相談室

④高齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時まで。

　会場：高齢者職業相談室

おもちゃ図喜館
■と　き　4月7日、21日の木曜日

　　　　午前9時～11時30分

■ところ　勤労青少年ホーム

■問い合わせ　社会福祉事務所福祉

係（暦内線135）へ。

引越しがきまったら

　盈M6（無料灘へ
　＄月・4月は電話霊蒙撚犬変混

灘合鱒ま響。引越じがきまっだ塔

黒めに局番嶽膿の隣歪鯛1無料）

に遵絡をお願騰じます。
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鱒十日町観光情報　盈57－0500

　きものまつり情報

1⑪くらしのダイヤル盈025－285－7000

　4／4～11　初めての一人暮らし…

　　　　　訪問販売について

　4／11～18　消費生活相談事例…ア

　　　　　ポイントメントセールス

　　　　　で契約したビデオ教材

　4／18～25　クレジットカードの基

　　　　　礎知識
　4／25～5／2車を購入する時のチェ

　　　　　ックポイント

◎健康テレホン　　盈52－6015
　（夕方5時～翌朝8時30分）

　4／1～15　慢性胃炎

　4／16～30　お年寄りの特徴

¢作業停電
　東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

■4月20日㈱　午前9時30分～正午

　／塩之又

■4月25日（月〉午後1時～4時／稲

　荷町3北の全部、稲荷町3本通

　り・西本町1・西本町2の各一部

子ども「映写会」
　～少年育成センター～

　少年育成センターでは、毎月第2

土曜日に幼児、小学生を対象に無料

映写会を開いています。

■と　き　4月9日ω午前10時上映

■ところ　勤労青少年ホーム

■上映フィルム劇映画…「ダンプ

　の母さんと6人の子どもたち」「天

　狗祭りとがき大将」アニメ…「べ

　ろ出しチョンマ」「ミッキーマウス

　のおばけ退治」「アンパンマンとば

　いきんまん」「アンパンマンの魔女

　の国へ」

■問い合わせ　少年育成センター（勤

　労青少年ホーム内・学校町1暦57

　－8918）へ。

十日町おやこ劇場

ロバの音楽座公演
「愉快なコンサート』

　親子で劇を鑑賞し、楽しい一・時を

過ごしませんか。

■と　き　4月12日（火）

　　　　午後6時30分開演

■ところ　クロス10大ホール

■問い合わせ　池田（北新田2・夜

　間盈52－5352）へ。
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品　　　　名 規　格 希望価格

学　　習 机 相談で

アルペンスキーセット 　男子向
スキー155cm、くつ24cm 1万円

ピ　　　ア ノ 7万円位

電気ピア ノ
ヤマハグラビノーバ

　76鍵
5万円位

小型手編機 相談で

石油給湯器 〃

ぬか釜（もみぬか） 無　料

14インチテレビ 相談で

ゆ嘆って（ださ騒、一一

ポラロイドカメラ 相談で

マッサージ器 〃

掛　・敷布団 無料で

ソフアーベッド 相談で

ファミコンソフト「ダッタハント」 ガン付 3，000円

小型全自動洗濯機 5，000円

足踏み型ミシン 無料で

布団乾燥機 相談で

無料法律相談
　弁護士による法律相談を行います。

法律関係の問題でお悩みの方は、お

気軽にご相談ください。

■と　き　4月14日休）、28日休）

　　　　午後1時30分～
■ところ　市役所市民相談室

■相談員　14日二高橋信行弁護士

　　　　28日二小林彰弁護士

■申し込み　電話で市民課（費内線

　150）へ予約してください。多数の

　場合は先着順となります。

野沢菜漬のつくだ煮

饗騨7

　〈紹介者〉

村山節子さん

（妻有町東1）

　暦57－4993

　ゴミステーションに漬物をゴミと

して出すのは、もったいないと思い

ませんか。野沢菜漬を利用して簡単

にできる料理をご紹介します。

〈作り方〉①野沢菜漬をよく洗い、

塩気をとる②3cm位に切ってよく水

気をとり除く③野沢菜漬4kgに対し

て、しょうゆ3合、塩1合、酢7勺、

みりん1合、砂糖400～5009を入れ

水気が半分位になるまで強火で煮立

て、その後弱火で煮る。
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4月の健康相談

鯵献血車鞍
受付時間　午前10時～正午

　　　　午後1時～3時
◆全血献血

　3日（日）併用（終日）ライオンドー

　7日㈲全血（午前）十日町砂利㈲

　7日㈲〃　（午後）宇都宮製作所

　1旧（月）〃　（終日）十日町市役所

◆成分献血

　8目働　十日町市役所

　26日（火）十日町市役所

※成分献血は、事前に保健衛生課に

申し込みください。所要時間は60分。

健…国じ圖團，』ナー諦悔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

舗薯くろう！リ
　脳卒中や事故などで、体が不自

由になった人を対象に機能訓練と

レクリエーションなどをやってい

ます。家でじっとしている人、思

うように体を動かせない人、仲間

の欲しい人は、いつでも参加でき

ます。まずは、見学に来てみませ

んか。

■と　き　毎週金曜日

　　　　午前9時～11時
■ところ　市役所保健センター

■対象者　40歳以上の体が不自由

　な人（病院でのリハビリが終了

八ビリ9教室
　していること。または、リハビ

　リをしていない人）で、家族が

送迎できる人か自分で通える人。

■申し込み　保健衛生課保健衛生

係（智57－3111内線141）へ。

『栄養教室』を受講しませんか
　食事は健康づくりの源。仲間と

共に楽しく食生活について見直す

機会になります。自分の健康・家

族の健康に役立つ、栄養教室を受

講してみませんか。10回程度の講

習を受け、教室終了後地域活動に

参加していただきます。

■と　き　5月から12月まで月1

　回程度で10回行います。

■ところ　十日町保健所

■対象者　60歳までの人…15人程

度（定員になりしだい締め切り）

※栄養教室終了後、地域活動に

参加してもらえる人

■参加費　3，000円程度（材料費な

　ど）

■申し込み　4月8日働までに保

健衛生課保健衛生係へ。

　　　あし歯のないよい歯の子
　　　　　　2月の3歳児健診を受けた子33人
　　　　　　●

者
夫
章
雄
　
人
一

護
　
　
　
勇

保
邦
泰
繁
　
正
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
轟
珊
編

住
駅
禰
四
一
二
本
中

　
（
　
　
　
　
（
　
（
　
（
　

（

子
介
悟
み
未
奈
実
織

の
健
章
祉
理
佳
真
沙

歯

い
落
納
田
田
野
林

よ
水
福
玉
山
佐
栗

者
明
彦
　
　
二

護
　
　
徹
勉
　
昇

保
敏
正
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

継
綿
原
櫨

　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　

（

子
唯
刎
紀
紀
世
希
や
也

の
　
酌
智
美
和
夏
齢
聖

歯

い
口
部
品
津
田
村

よ
樋
阿
蔵
根
山
上

一
一 匪

●
●
●

◆3日（日）

　山口医院（袋町中）

　　　智52－2174
上村病院（中里村）

　　　智63－2111
◆10日（日）

川西町診療所（川西町）

　　　智68－2034
津南病院（津南町）

　　　暦65－3161
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